
11/5 土 午前10時～午後4時
（午前9時45分からオープニングセレモニー）

市川から元気を発信！ 復興支援ブースもある「食と健康のひろば」をはじめとした、４つの広場でお待ちしています

大洲防災公園（大洲1-18）
☎704-0057同実行委員会（観光交流推進課内）

※当日は朝6時から☎334-1111で開催の有無が確認できます※荒天時は6日（日）に延期
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今週号の紙面から
●体験農園利用者募集………２面
●施設の有効活用にかかる
　公開検討会…………………３面
●楽しく・美味しく・健康になる、
　そんなイベント目白押し …4-5面
●保育園平成24年4月入園の
　受け付け開始………………６面
●家族の週間…………………８面

大気中の放射線量 市では、７月27日の調査よりシンチレーション式サーベイメータを用いて、大気中の放射線量の測定
を実施しています。測定結果については、随時市ホームページで公表しています。  （環境保全課）市ホームページで測定値を公表

虐待通報 ☎334-1391（9：00～17：00）
総合相談 ☎334-1392（9：00～17：00）

　子ども家庭総合支援センターでは、虐待の通報や相談を受け付けています。また、１８歳まで
の子どもと子育て家庭に関する様々な相談に応じています。子育て支援サービスの紹介や家
庭訪問による相談なども行っています。全ての子どもを豊かに育むため、どうぞご利用ください。

本日
開催

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
年
々
増
え
て
お

り
、
昨
年
度
は
全
国
で
５
万
件
を
超
え
ま
し
た
。
市
川

市
で
も
児
童
虐
待
相
談
を
昨
年
度
２
７
７
件
受
け
る
な

ど
、
同
様
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ

た
11
月
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
」
の
普
及

活
動
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
る
啓

発
運
動
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
川
市
で
も

児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た

め
、
様
々
な
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
心
と
体
の
発
育
を
阻

害
し
、
最
悪
の
場
合
は
子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ

れ
ま
す
。
虐
待
は
家
庭
の
中
で
起
こ
る
の
で
表

面
化
し
に
く
く
、
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育

て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
、
虐
待

が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
気

づ
い
た
時
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
同
じ
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ

ん
の
協
力
が
子
ど
も
を
守
る
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。（
子
育
て
支
援
課
）

　

市
川
市
は
、世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、『
核
兵
器
の

な
い
平
和
な
世
界
』の
実
現
を
目
指
し
て
、昭
和
59
年

（
１
９
８
４
年
）11
月
15
日
に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。平
和
へ
の
誓
い
を
再
確
認
し
て
い

た
だ
く
た
め
、宣
言
を
行
っ
た
11
月
に
ち
な
ん
で
全
文

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

核兵器廃絶平和都市宣言
　世界の恒久平和と安全は、人類共通の願いである。
この普遍の願いにもかかわらず、核軍備の拡張は依然と
して行われており、人類は核戦争の脅威にさらされている。
わが国は、世界唯一の核被爆国として核兵器の恐ろしさ、
被爆者の苦しみを世界の人々に訴え、再び広島、長崎の
惨禍を絶対に繰り返させてはならない。
　私たち市川市民は、生命の尊厳を深く認識し、国是である
非核三原則が完全に実施されることを願い、いかなる国の
いかなる核兵器に対してもその廃絶と軍縮を訴え、恒久平
和確立のため、ここに「核兵器廃絶平和都市」となることを
宣言する。

昭和５９年１１月１５日
市　川　市

通報・相談を受け付け子ども家庭
総合支援センター

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

連
絡
先


